〔例２〕１か月単位の変形労働時間制の規程例
（労働時間及び休憩時間）
第１９条　１か月単位の変形労働時間制を適用する労働者の所定労働時間は、毎月〇日（勤怠のスタート日）を起算日とする１か月ごとに平均して、、１週間当たり４０時間とする。
２　前項における労働者の始業・終業時刻は、会社が毎月〇日までに作成し、各従業員に周知する勤務シフト表によるものとする。
３　前項の始業・終業の時刻及び休憩時間の勤務シフト表は、次に掲げる勤務パターンにより作成するものとする。ただし、業務の都合その他やむを得ない事情にの場合、労働者の同意を得て、これらを繰り上げ、又は繰り下げることがある。
　　（Aシフト）
	始業・終業時刻
	休憩時間

	始業　　午前　　時　　分
	　　時　　分から　　時　　分まで

	終業　　午後　　時　　分
	


　　（Bシフト）
	始業・終業時刻
	休憩時間

	始業　　午前　　時　　分
	　　時　　分から　　時　　分まで

	終業　　午後　　時　　分
	


（休日）（シフト勤務の場合）
第２０条　休日は、次のとおりとする。
1 前条勤務シフト表において定め、４週８休とする
2 勤務シフト表で定める休日は、少なくとも１週間に１日の休日が確保できる範囲で定める
3 法定休日は、月の初日を起算日とする４週間以内における最後の４日の休日とする。
4 
5 
6 
２　業務の都合により会社が必要と認める場合は、あらかじめ前項の休日を他の日と振り替えることがある。
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